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宮城県林業技術総合センター 森林科学情報誌 

東日本大震災から１０年目を迎え，震災復興最終年度となる今年，当センター

へ着任しました。本県では，東北の被災３県で初めてプレハブ仮設住宅が全て解

消するなど，生活基盤や産業基盤の再建が確実に進んでおり，復興期間終了後の

産業発展に繋がる様々な施策の展開が期待されていました。しかし，唐突に降り

かかった新型コロナウイルスによる社会活動の制約，産業活動の停滞により，事

態は一変しました。今，私たちには，ウイルスと共存した生活スタイルを実践し

ながら生活・産業の再開，雇用確保，経済再生などを進めていくことが求められ

ています。そのような中で思うことは，今，まさしく「変わる時」を迎えた，ということです。 

 まず，震災復興期間の間に蓄えた生産基盤を活用した最先端の生産技術の導入，産品の高付加価値化等により環境変

化に対応しながら持続的に成長できるよう，「第一次産業が変わる時」を迎えています。林業においても，森林組合相

互に業務提携や分業ができるよう制度が改正されたこともあり，ネットワークと各々が持つ得意分野を活用した地域

間連携など，一層の経営意識の改革をキーワードとした構造改革も必要になってくると考えます。 

 また，平成３０年度を転機に，林業施策は大きな変遷期を迎えました。森林環境譲与税を財源として展開される「新

たな森林管理システム」を筆頭に，ＩＣＴ化やスマート林業の推進など，より近代的な林業システムの導入や新しい施

策への対応を通じた低コストで計画的な林業生産，確実な再造林を含めた育成管理に向けて，林業関係者全体が取り組

む必要があると感じています。また，新しい時代の林業を担う人材育成も必要であり，今までのような「俺の背中を見

て覚えろ」ではない，体系的でアカデミックな育成手法により次世代人材を育てていく体制を創っていく必要がありま

す。まさしく，「林業が変わる時」です。 

加えて，令和２年度には念願のセンター本館等の建替えが始まります。私も期待しながら想いを巡らす一人ですが，

公設試験研究機関としては，「入れ物が立派になって良かったなぁ」で終わることなく，一つ上の段階を目指す必要を

感じています。林業の研究課題は幅広く，特用林産物における放射性物質の動向解明や制御技術の開発，植林が一段落

した海岸林の効果的な保育に関する技術開発を始め，新たな県産材シェア確保に必要な品質・性能に関する研究開発，

林業生産性向上と低コスト化に有効なエリートツリーや従来以上に松くい虫抵抗性の高いクロマツの品種開発，市場

性が期待されるカラマツ種苗の安定供給技術の開発，さらには，普及指導の側面から，スマート林業の導入や一貫施業

による再造林の推進，将来を担う林業人材の確保育成にも取り組む必要があり，枚挙にいとまがありません。これらは

いずれ劣らぬ重要な林業の課題であり，職員は一層高い達成意識と研究意欲を持って臨み，新本館建設を「センター

が変わる時」と捉えて業務に取り組む必要があります。 

さらに，今回の新型コロナウイルスは経済的な影響が甚大なことはもちろん，終息時期が見えない中，ソーシャルデ

ィスタンスをはじめとした「新しい生活様式」の定着を前提とした産業活動の再開など，根底から変革を伴う未曾有の

苦難です。幸いにも本県では新規感染者の発生が抑制され，徐々に社会活動の再開が進む状況ですが，コロナショック

を契機に人の生き方，常識，教育，ライフスタイルなど全てが様相を変え，「時代が変わる時，人間が変わる時」に

なるのではないかと感じています。一方で，このような厳しい状況下でこそ，大震災を通じて築いた人と人とのつなが

りを貴重な社会的財産として，「絆」「信頼」を断ち切ることなく紡ぎあげていくことが社会・産業の回復に不可欠です。

「ソーシャルディスタンス」と「絆」を両立できるような対応力と適応力を持った社会へとアセンションする時なのか

もしれません。 

このような状況の中ですが，私達センター職員は志を一つにし，一丸となって業務に取り組んでまいります。そこに

は，職員間の「絆」，林業・環境を生業とする方々，森林所有者，自治体関係者，研究者，さらには県民の方など様々

な人々との「絆」「信頼」があり，その中から成果が生まれていくものと信じています。

2020 年 5 月発行   第５７号 

○挨拶 今まさしく「変わる時」 
○究める／広める／育てる(業務最前線) 
○自然彩々(センターの四季/生き物たち紹介) 

筍とイノシシとわな 
○普及指導の現場から 
○楽／学広場（イベント） 
○職員面々（赴任職員挨拶） 
○庶務のまなざし 

宮城県林業技術総合センター所長 齋藤 和彦 

春植物，サクラソウ  

今まさしく「変わる時」！    
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◎    

◎ 令和２年度林業試験研究のあらまし 

本県の林業試験研究が目指す方向性として，平成 31 年３月に改定された宮城県林業試験研究・技術開発

戦略に基づき，「林業・木材産業の一層の産業力強化をけん引する技術の開発」と「森林の持つ多面的機能

のさらなる発揮に向けた技術の開発」及び「東日本大震災からの復興と発展を支える技術の開発」との３つ

の基本方向を掲げました。主要目標達成のため，５つの重点テーマを設定し，それぞれの重点テーマ解決に

向け，重点課題４課題，新規課題２課題を含めた計１２課題の個別課題について試験研究を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

究める/広める/育てる    

 

センター業務の柱である試験研究や普及指導、人材育成(研修) 

業務の最前線をご紹介します。 

林業技術総合センター

<基本方向> <重点テーマ> <個別課題>

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

個別課題　　　１2　課題

●スギ及びクロマツの第二世代品種開発に関する研
究

■新規課題

●重点課題

森林の適切な保全と多様で

健全な森林へ誘導するため

の研究・技術の開発

令和２年度 試験研究課題体系図

林業の成長産業化を実現

する次世代優良品種開発

や県産木材の高度加工技

術の開発 ●宮城県産きのこの新品種開発－ハタケシメジ野外
栽培品種－

○一貫作業の導入における最適な作業システム構築
に関する調査

○高齢級人工林の材質に関する研究
林業・木材産業の一
層の産業力強化を
けん引する技術の開
発

森林の持つ多面的
機能のさらなる発揮
に向けた技術の開
発

より優れた品質・性能の県

産製品や新たな木材需要

創出のための研究・利用技

術の開発

再造林等による適切な森林

更新のための研究・技術の

開発

■●ツーバイフォー建築に求められる県産スギ部材
の開発

東日本大震災から
の復興と発展を支え
る技術の開発

通常課題

○ニホンジカの強度採食圧を受けた未植栽地におけ
る森林の復元に関する調査

○ニホンジカの効率的な捕獲方法に関する検討と実
証

●雄性不稔(無花粉)スギ個体の作出と品種開発に関
する研究

○カラマツの挿し木苗生産技術の開発とスギ挿し木コ
ンテナ苗の現地適応性の検証

海岸防災林の管理技術の

確立と特用林産物の新たな

栽培・利用技術の開発

■生育基盤盛土を伴うクロマツ海岸防災林の健全化
に向けた調査

○しいたけ原木林の利用再開に向けた萌芽枝等の
放射性物質推移に関する研究

○野生特用林産物の放射性物質汚染状況把握及び
汚染低減化に関する研究
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◎令和２年度新規課題の紹介 

■ ツーバイフォー建築に求められる県産スギ部材の開発 

宮城県の木造住宅着工戸数はツーバイフォー工法が２６％を占め（Ｈ３０国土交通省住宅着工統計），安定した

需要がありますが，その枠組材のほとんどが輸入材で占められています。 

平成２８から３１年度実施した研究課題「県産スギ材のツーバイフォー部材化に向けた研究」でビルダーへ行

ったアンケートで県産材に求めるものに，価格，品質，供給態

勢と並び寸法対応が挙げられていました。 

ツーバイフォー工法の枠組材の断面寸法は，２０４（３８×

８９ｍｍ）のほか，２０６（３８×１４０ｍｍ）が多く利用さ

れており，前課題では県産スギによる２０４材が利用可能であ

ることが明らかになりましたが，さらには２０６材の強度等の

品質を確保しつつ，効率的製造方法の技術開発を行い，ツーバ

イフォー工法への県産スギの利用拡大を図ります。 

 

【地域支援部 大西 裕二】 

 

■ 生育基盤盛土を伴うクロマツ海岸防災林の健全化に向けての調査  

東日本大震災に伴う津波により壊滅的な被害を受けた海岸防災林は津波の波力減衰効果，飛砂防止，防風など

複数の公益的機能を有しており，早期の復旧が求められています。宮城県沿岸部の海岸防災林の多くは植栽が完

了し，今後は育林管理を行う段階に移行しつつありますが，生育基盤盛土※に植栽された場合の管理事例はほと

んどありません。また，今回のように短期間で大面積に一斉造林を行った例もなく，適切に管理していくための

情報は不足しています。  

 研究課題では二つの点に焦点を当てています。一つめは，生育基盤盛土とクロマツの成長との関係です。根の

生育空間を確保するために造成された生育基盤盛土には，造成された場所（工区）によってクロマツの成長に遅

れが出ている箇所が見られます。造成時の重機による土壌の締め固めや排水不良などが原因と考えられているた

め，クロマツの成長を経年で計測するとともに土壌調査も行うことで成長不良の原因を検証するとともにその改

善方法について検討していきます。 

 二つめは本数調整伐についてです。海岸防災林として植栽されたクロマツは 5,000 本/ha という高密度で植栽

されているため，そのままの密度で成育すると樹高に対して幹が細く，気象害等が起こりやすい林分となってし

まいます。複数の公益的機能を十分に発揮させるためには，樹高と幹の太さのバランスが取れた林分に誘導する

必要があります。そのためにはクロマツの成長に合わせて段階

的に立木密度を減らさす本数調整伐の実施が求められるため，

大面積でも成長に合わせて実施できる方法を検証する必要が

あります。第一回目の本数調整伐について，いくつかのパター

ンで伐採を行い，効率的かつ気象害等も発生しにくい本数調整

伐の方法を検証していきます。 

  

※生育基盤盛土：地下水による根の伸長阻害を防ぐため山砂を 

用いて造成された高さ 2～3m の盛土 

 

                                  【環境資源部 名取 史晃】  

写真２：海岸防災林の現況 

写真１：建築中のツーバイフォー住宅 
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◎イノシシのタケノコ被害再来 

 昨年度の春先にセンターの採穂園やタケノコに被害を出したイノシシですが，今年はタケノコ被害がさらに増

加しています。また，ここ最近はセンターの建物付近でも頻繁に目撃されるようになってきました。イノシシは

雑食性で，植物質から動物質まで広範囲のものを食料とします。行動圏での土地利用は季節，特に食べ物によっ

て変わるようです。春にはタケノコを採食するため竹林に，夏は水浴びやサワガニを食べるために沢を利用し，

秋は冬に備えてドングリなど高栄養の食べ物を求めて行動範囲を広げるようです。そして冬には植物の根や茎を

食べるようになります。ミミズなどの土壌動物の多い場所や，特にクズ

がお気に入りなのでクズが繁茂している場所は要注意です。もちろん，

農作物やシイタケなども食べますので捕獲や柵の設置といった被害対

策が必要になります。センターの竹林では，ネットを張ったほか，今年

度も地元猟友会へ有害捕獲をお願いしました。春の味覚，タケノコを巡

るイノシシとの戦いは今後も続きそうです。 

【環境資源部 長田 萌】 

 

参考文献「イノシシから田畑を守る おもしろ生態とかしこい防ぎ方」 

 農文協 江口祐輔 

「農林業における野生獣類の被害対策基礎知識－シカ、サル、そしてイノシシ－」 

農林水産技術会議事務局・森林総合研究所・農業・生物特定産業技術研究機構 

 

 

◎タケノコの収穫量と気象データ 

今年も当センターではタケノコの収穫が始まりました。

令和元年度６月に発行したメッサみやぎ第 53号ではタケ

ノコの収穫量の推移について御紹介しました。今回は当セ

ンターで蓄積されている収穫に関するデータと大衡村に設

置されているアメダスから得た平成 26年度から平成 31年

度までの３月及び４月の気象データとの関係性についてと

の関係性について御紹介いたします。なお，誌面の都合

上，月平均気温との関係性のみ記載いたします。 

図 1は平成 26年から平成 31年度までの３月及び４月の

月平均気温と各年度のタケノコの総収穫量を散布図で表し

たものです。データ数が少ないため，参考値としての扱い

になりますが，決定係数（R2）が小さく，両者の相関関係

はかなり弱いと考えられます。 

大衡村のアメダスからは上記の月平均気温の外にも月合計降水量などの気象データを入手することができま

す。今後，それらの気象データとの関係性についても御紹介したいと思います。 

【環境資源部 高橋 一太】

地域のオアシスでもあるセンターの四季折々の自然や，センター内に

生息している野生動植物たちをご紹介します。 
自然彩々    

 

R² = 0.1764 R² = 0.0194
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図１ 月平均気温と総収穫量の関係 

写真１：木材実験棟脇にて（比嘉技師撮影） 
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◎活力ある林業県宮城と美しい森林づくりを目指して 
○はじめに 
令和元年度の林業普及活動の主な取組 24 事例を林業普及指導活動選集（令和２年３月）で紹介していますの

でご覧下さい。ここでは，そのうち４事例の概要を紹介します。 

○林業木材産業の一層の産業力強化（６事例） 

 効率的で安定的な木材生産・供給，広葉樹の利用開拓，「苔」や「メンマ」など地域の特性を活かした取組につ

いて支援や指導を行いました。 

事例１ 大崎産材の良さを地域の公共施設へ行かすために 

 大崎市の公共施設における「大崎産材」の活用について，宮城北部流域森林・林

業活性化センター大崎支部会員を対象に，同市建設住宅課から市の地域材活用方

針，設計の工夫と大崎産材の施工事業体への納入等，令和元年度に整備した木造公

共施設の整備事例をもとに，具体的な手法として地域材の分離発注等活用に向け

たポイントを紹介して頂き，管内の公共施設整備における地域材活用推進に向けた情報供給と関係者の意識向上

を図ることが出来ました。今後とも大崎市をはじめとする管内自治体の公共施設整備等における地域材活用推進

に向け，各種支援制度の活用や地域材供給体制整備等関係舎への支援を行っていくこととしています。 

○森林の持つ多面的な機能のさらなる発揮（９事例） 

 適正な間伐等施業に向けた集約化施業や，再造林を担保する一貫作業の推進，森林病害虫獣害対策のほか，森

林管理管理法に基づく市町村による森林整備推進に向けた取組への支援を行いました。 

事例７ 新たな森林管理システムの円滑な推進に向けて 

 石巻管内の２市１町における個々の市町毎のカウンターパート方式による森林

環境譲与税を財源とする森林経営管理制度に基づく未整備森林等の整備に向けた

支援を行い，各市町における森林整備に向けた「推進方針書」を作成し，各市民・

町民を対象に公表しました。 

次年度以降，方針書に基づいた各市町における効率的な事業の推進に向け，関

係機関と連携しながら具体的な支援を継続していくこととしています。  

○森林・林業・木材産業を支える人材の育成（４事例） 

 森林施業プランナー研修，中核的な林家や林業グループ活動の支援，高校生や

小学生等への林業体験や森林環境学習の開催などを行いました。                    

事例 16 出でよ、未来のフォレストワーカー 

 県内唯一林業関係学科のある宮城県柴田農林高等学校の生徒を対象に，川崎町

森林組合の協力の下，高性能林業機械を活用した利用間伐作業や森林作業道の開

設に向けた整備計画の作成等の林業現場における具体的な作業体験を，生徒の中

から次世代の林業の担い手が出てくることを願いながら指導しました。今後とも，作業内容を工夫しながら同校

の体験学習の支援していくこととしています。 

○林業・木材産業の活力回復（５事例） 

福島第１原発事故に起因する放射能汚染被害による山菜やきのこの出荷制限解除，出荷管理などについて支援

や指導と台風 19 号被害からの復旧に向けた取組への支援を行いました。 

事例 24 原発事故後の生産再開を目指した取組支援 

 気仙沼市・南三陸町における原木しいたけ・原木なめこの出荷再開に向けた生産者支援を行うとともに，出荷

されたきのこの直売施設での販売支援も行い、震災からの復興に向けた地元関係者の大きな希望となっています。 

普及指導の現場から    

 

普及指導業務に従事している各事務所職員の活躍の様子を紹介 

します。 
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◎今年開催予定のイベントについて 

森林・林業・木材産業に関する試験研究機関である林技術総合センターを県民の皆様に身近に感じて頂く

ために，今年度も関係団体と連携してイベントを開催しています。詳しい日時は県政だより、新聞，当セン

ターのホームページを通じてご案内します。 

なお，新型コロナウイルスの影響を考慮し中止する場合もあります。 

 

（１） ＳＤＧｓマルシェ 2020 

令和２年６月 21 日（日）に，仙台市青葉区のサンモール一番

町商店街において開催される予定でした，尚絅学院大学主催の

ＳＤＧｓマルシェは中止となりましたが，代替企画の「Web 版

ＳＤＧｓマルシェ」に出展します。 

昨年までは環境活動を身近に感じてもらう活動でしたが，今

年からは環境も含めた持続可能な開発目標「SDGｓ」にかかわ

る取り組みを広く知ってもらうマルシェに生まれ変わりまし

た。今年度のテーマ「衣食住」のうち，食と住に関する 

試験研究等について紹介する予定です。 

 

 

 

（２）林業技術総合センター施設一般公開 

令和２年 10 月３日（土）に林業技術総合センターの一般公

開を行います。昨年はクイズラリーや木工コーナー，森林イン

ストラクターによるネイチャークラフト体験などを行いまし

た。また，きのこや木炭，野菜などの販売もあり 250 名を超え

る来場者がありました。 

 今年度も様々な催しや生産物の販売を考えておりますので，

是非家族連れでお越しください。 

 

 

 

 

（３）林業普及活動・試験研究成果発表会 

令和 2 年 11 月 20 日（金）に大衡村平林会館において林業普

及活動・試験研究成果発表会を開催します。 

 県内地方振興事務所の林業普及指導員が地域における特色

ある普及活動を発表するとともに，林業技術総合センターの研

究員が最新の研究成果を発表します。研究内容も一般の方へ分

かり易くお話ししますので，是非おいでください。 

 

 

 

 

昨年度の環境マルシェ 

施設一般公開 木工コーナー 

成果発表会の様子 

センター主催の各種イベントや研修会の開催結果，今後の開催予定など

をご紹介します。 
楽/学広場   
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令和２年度からセンターに配属された職員を紹介します。 職員面々    

【環境資源部 部長  向川克展】 

気仙沼地方振興事務所から異動して参りました。

ニホンジカやマツクイムシなどの防除対策，復旧

した海岸防災林の管理手法，ICT を活用したスマ

ート林業などなど，環境資源部が担当する研究分

野がとても広範なことに驚き，説明を聞いただけ

ではピンとこないので，まずは各研究を担当する

職員について出張し，現場に足繁く通い体で覚え

ようと「連れてって～」を連発している毎日です。

これから，亘理や七ヶ浜の海岸林，女川や南三陸

のシカ調査など，県内各地への出張を楽しみに，

各研究で成果が出るよう頑張りますので，よろし

くお願いします。 

 

【総務 副参事兼次長（総括担当） 青木成徳】 

富谷高等学校事務室から赴任しました。林業関係

は間接的ではありますがこれまで２度関わらせて

いただきました。私の実家は標高１３８メートルの

中山間部の農家で，父親は１０年間県森林パトロー

ル員であったほか農閑期は町等から受託する地縁

の林業作業団体に長期間属しており，林業には親子

共々にお世話になっておりました。 

また，私が小学生の頃までは実家から数キロ入っ

た山中に炭焼小屋があり，冬は土間で木炭を運ぶ容

器「炭スゴ」編みが母親の定番の仕事だったことを

センター内にある炭焼小屋をみて思い出しました。 

少しでも早くセンター業務を理解し，センター職

員の皆さん，林業関係者の皆さんの役に立てるよう

努めてまいります。 

よろしくお願いします。 

 

【地域支援部 部長  大友祥一】 

４月に仙台地方振興事務所から赴任しました。現役最後の１年でのセン 

ター勤務となりますが，本館執務室から眺える八つの峰を有する「七ッ森」 

や，泉ヶ岳から船形山～荒神山の真っ白な稜線は，毎日をとても新鮮な気 

持ちにさせてくれます。 

さて，地域支援部は，主に食用キノコの栽培技術や木材の利用・加工技 

術に関する試験研究を行っていますが，私たちの生活にも関わりの深い分 

野であることから，より精度の高い研究成果に加え，確実な実用化と定着 

を意識した詳細な仕組み作りも視野に入れながら，日々業務を遂行してい 

きたいと考えております。 

 ところで，センター本館は今年で築 50 年を迎えます。毎朝，玄関の職 

位順に並んだ下駄箱で上履きに履き替え，幅広の階段を登り，プロパンガ 

スでお湯を沸かしエアーポットに入れ，対流型石油ストーブに着火し加湿 

用のなべに水を足し・・・小部屋が多く湿っぽく・・・足下は冷たいが隙 

間風で換気は十分だし・・・などと，建替え間近なレトロ感満載の歴史的 

建造物において「昭和」の時代を満喫しています。 

レトロすぎる壁ハシゴと煙突 
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宮城県林業技術総合センター 

〒981-3602 

黒川郡大衡村大衡字はぬ木 14 

TEL022-345-2816  FAX022-345-5377 

http://www.pref.miyagi.jp/stsc/ 

メッサ(ＭＥＴＳＡ
・・

)とは・・・・・ 

森をこよなく愛するフィンランド人の
言葉で「森，木」を意味します。 

 

【技術次長（担い手確保担当） 小杉徳彦】 

この３月，宮城県水産林政部を最後に定年退職

し，再任用職員として林業技術総合センターに配

属され，林業担い手の確保を担当業務として命じ

られました。大変重要なテーマであり，将来世代

のことを強く意識し，産業界や市町村など関係す

る皆様から御教示をいただきながら，全力で取り

組みます。そして，より大きな年輪を形成できれ

ばと思っております。よろしくお願いいたします。 

 【地域支援部 総括研究員  玉田克志】 

特用林産の試験研究に再び携わることとなりま

した。実験室に導入された真新しい機器や，はたや

古ぼけた以前よく使っていた実験道具からは，セ

ンターを離れていた 12 年の時の流れを痛感させ

られています。その間に試験研究のトレンドも大

きく変化し，また実験技術も格段に進化している

ことから，このブランクを埋めるべく，これから更

に研鑽が必要と感じています。今後も微力ながら，

特用林産物の生産振興と本県試験研究の推進に幾

ばくかでも寄与できればと考えていますので，ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め様々な防止策を行っている中で，職員

の方々に庶務担当用の飛沫防止パネルを

木材で作成していただきました。ものの

１～２時間で立派な飛沫防止パネルが出

来上がり，センター職員の技術の高さに

改めて驚きました。 

【庶務  高橋 知希】 

庶務のまなざし    

 

編集後記 

いつもの年度初めなら各種会議が目白押

しですが，今年は新型コロナウイルスの影

響で書面会議や中止が相次いでいます。短

時間での会議でも換気に充分注意してい

ますが，今年は暖かく窓を開け放ってもあ

まり寒くならないのが救いです。 

旧林業試験場がこの地に設置されてから

今年で５０年目を迎えました。４月新体制

となり新たな気持ちと区切りの年を意識

して，今年度一年仕事を進めて参ります。 

 


